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団ホームページから

委嘱ニュ－スNo19 さん 2013年 10月 13日 22時 39分 30秒 
源田先生から、2曲の楽譜と音源CDが届きました。震えるような気持ちで封筒を開き、早々に楽譜一枚一枚を辿りながら、音源CDを聞かせていただきました。言葉にできません。新しい“いのち”に出会えたようで感激しています。まさに言葉に翼がついて、自在に羽ばたいている感じです。今私が、この音楽の世界を知っていること、作詞者をはじめ団員の皆さんにとても申し訳ない思いです。少し先になりますが、次回練習10/19には、皆さんに聞いていただけるよう準備させていただきます。楽しみにしていてください。なお今回、楽譜に作曲者の言葉が記されていますので、参考に掲載させていただきます。委嘱委員
［桜の頃］
桜の季節になると誰もが抱く喜びや期待、また不安な気持ち、それらをシャ－プ系、フラット系の和音の移り変わりで表現しました。四季折々に表情を変える桜が年に一度だけ輝きと潔さを見せるとき、私たちは困難に対し前向きに立ち向かっていく勇気をもらうような気がします。
[ルリビタキ]
ニュ－タウンの公園やクリスマスといった言葉から、ボサノバやジャズの雰囲気が似合うと思いました。瑠璃色とオレンジ色に出あったときめきが、街の景色を背景に想像の翼を広げます。人が気付くかどうかに関わらず、小さな野性はすぐそばで息づいているのです。

委嘱ニュ－ス No.20 さん 2013年 10月 14日 13時 37分 57秒 
源田先生へ、楽譜到着のご連絡とお礼のメ－ルを差し上げたところ、下記返信メ－ルをいただきました。　　　委嘱委員♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
メールをありがとうございました。昨夜(10/12)は貞松先生と新曲を聞きながら居酒屋で大いに盛り上がりました。とんだばやし混声合唱団が、これまですすめてこられた委嘱作品制作を、時間はかかりましたが、今、一つ一つ形にしていくことができて、私の気持ちも充実しています。永く歌われる、深みのある作品を作りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
　源田俊一郎 　(10/13PM9:50受け)













２０１３年１１月２日　作成責任及び文責　古畑　等








組曲・第２曲目


ルリビタキ　　　　　　作詞：芝田敦さん





待っていたよ　ニュータウンの公園で


クリスマスまでには　


会えると思っていた


瑠璃色の翼　


胸にオレンジのワンポイント


つぶらなまん丸の目は　いつものきみ


あるときは　


茂みの中をちょろちょろ


あるときは　


尾羽を震わせたたずんでいる


ラジオ体操のおじさんおばさん


鬼ごっこのこどもたち　


ゆうべに散歩する犬たち


誰にも気づかれず　


さわさわした風の中で　


きみはひっそりとつぶやくだけ


公園の石畳を踏んで　


ひとつ先のバス停まで歩くよ


きみが山に帰る　雪解けの頃まで


ぼくの街が　


瑠璃色の生命が入った宝石箱になる


きみのことを知っているのは


ただひとり


ぼくだけ











・記入用クリップ鉛筆は私語を止め先生の指示を書き取め集中するためです。活用しましょう。


・シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。


１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


なお、新しい仲間、入団の方が増えてきました。今後その方々からの記事を集めたいと思います。ご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のIDでお入りください。








○御礼「ももせ合唱団」より


去る２７日には、ももせ合唱団の４回目の演奏会に、多数のご来場を頂きました上、応援スタッフのご支援を賜り、受付・場内整備など裏方のお仕事を熱心に、また丁寧に進めていただきまして、心から御礼申し上げます。ももせ団は人数は40人代の規模で、動員力もあまりありませんが、570名の観客数を今回数えられました。皆様のおかげと深謝申し上げます。（古畑）






































組曲・第１曲目


桜の頃　　作詞：米澤美智子さん





まぶしい朝の光あびて


桜の花びら　輝く


ほーら　聞こえるよ


子どもたちの笑い声


手をつなぎ歩いていく大きな瞳


いつまでも元気でと思っている


桜の花びら風にゆれて


子どもたちを見ているよ


青い空にひびきわたる


笑い声いつまでも


四月の朝の雨あがり


空高く　虹　輝く


ほーら　見えるよ


子どもたちの笑顔


公園を走りまわる


桜いろのほほ


いつまでも幸せにと思っている


桜の花びら風に舞って


子どもたちにふりそそぐ


空にひらく花のような


笑顔いつまでも


の花びら　風になって


子どもたちにささやく


空を飛ぶ鳥のように


大きくはばたいて








11月です。哀しい報せ、嬉しい知らせが団HPで紹介されました（別記）。巨星落つ。作曲家の三善晃先生ご逝去。一昨年の林光先生ご逝去に続く悲しいしらせです。嬉しい知らせの方は源田俊一郎先生の新曲が届いたことです。悲喜こもごもの秋です。





○神戸市役所センター合唱団演奏会　11月30日(土)と12月1日(日)。場所：神戸新聞松方ホール。当団有志参加。
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11月号


第65号





諸連絡


・新しい仲間：９月21日三澤和子さん（Ａ１）、10月５日　森喜利子さん（Ｓ２）入団されました。ようこそ！


・今後の練習日程：岡団長：別紙練習日程配布します。必ず確認してください。練習場所が公民館の時があります。


・今後運営について：岡団長：11月2日(土)午後3時から、先生方・各リーダー・委員長さん等による運営委員会を


開催して今後の団の運営などについて協議します。





練習状況　１０月５日（土）


　練習曲は「震災組曲」の３・４番の音取り（詳細は省略）





練習状況　１０月１９日（土）


和田先生は、Ｓ・Ｔ・Ａのパート別に発声訓練をしてくださいました。特にＳさん達には「宿題」が出ました。「腰の筋肉を張って、下腹部で支え、息を保って歩き回りましょう。」これは息の柱をぐっと支え、保つ筋肉の鍛錬。他のパートも実践しましょう。


　練習曲は「震災組曲」の２・３・４番の音取り。３・４番は前回やってありますが、２番と合わせて多めの時間でパート練習（Ｂさん達は公民館練習で８時３０分合流）


２番「慟哭」は、四分休符が小節頭にあるフレーズが多いので、休符の位置と拍数をマークしておこうと聞きました。そうするとテンポ・リズムに乗りやすくなりました。


　アンサンブル指揮は山崎さんの代振り。Ｂさん達が入ってから、２番と３番を全員でアンサンブルしました。「僅かな時間なのにけっこういいぞ。」と言う声もあり「いや、まだまだ音の高さも縦の線も決まってない」という声もありますが、さあ、次回貞松先生がなんと言われるか楽しみです。「ふむ、まあまあしっかり譜読みしてきましたね」と言われたいです。


　山崎さん、指揮代行ありがとうございます。


　さて練習途中、とてもとても嬉しいニュースと音楽。源田先生書き下ろし「桜の頃（米澤さん作詞）」・「ルリビタキ（芝田さん作詞）」２曲完成。その喜びの声（岡田さん投稿）を委嘱委員の奥野時子さんが代読されました。（別記）


その後、ＣＤのシンセサイザー演奏で２曲を聴きました。作曲者源田先生のお言葉（別記）もプリント配布されました。みんなうっとり聞き惚れて「早く歌いたいな」のつぶやきしきり。井関先生はさっそく２曲の冒頭のピアノを弾いてくださいました。「みどりの風に」の妹と弟が誕生したように思います。３曲が出そろったのですから、まずは本日が「組曲　みどりの風に」のお誕生日となるように思います。ハッピーバースディ。源田先生。ありがとうございます。さらに頑張ってくださって、「みどりの風に」一家完成をお待ちしています。








団ＨＰより訃報：三善晃さん さん 2013年 10月 09日 09時 20分 00秒 


作曲家の三善晃さんが、この10月4日にお亡くなりになりました。私たちは、一昨年の第15回定期演奏会において、児童合唱との共演曲「葉っぱのフレディ」、２台ピアノとの「唱歌の四季」という素敵な三善メロディーを演奏させていただきました。何より当団の大きな思い出である2008年の東京混声合唱団との共演曲「蜜蜂と鯨たちに捧げるオード」では、団員全員が三善先生の音楽に魅了されました。三善先生のご冥福を心からお祈りしたいと思います。そして、多くの素敵な楽曲を残された三善先生とは、また譜面と音楽を通して、再会できる日を楽しみにしたいと思います。おかつよし

















